
「UXとUIの違い」

スライドで気づきを得た内容を自分の言葉で表現



（わたし：お名前）の紹介

（肩書）

（仕事歴）

（仕事や行っていること）

（UXの学び）具体的にどんな書籍を読み、どのくらい勉強しているのか？

（UXの実践）実践で取り組んでいること

（スライド実施日）

なども記載してください。

参加者の顔や
アイコンを追加



UXとUIの違いを
自分の言葉で

説明してください

問題



（私：名前）の説明・考え

自分の考えを図や言葉で説明しよう

（作成したらこの枠は消してください。）

次のスライドでは解答が記載さていますので

見ないで解答しましょう。

自分の考えを知ることで学びを深めることができます。



「UXとUIの違い」

のスライドを見て。。。

再考しよう！

解答
解答：スライド

https://docs.google.com/presentation/d/1Gt4-v2P3isUQxjKoOESgFoedl-NzjK4E5DVbDzKQDCI/edit?usp=sharing


UX UI コンテンツ

コンテキスト

＝ ＋

＋

UXの定義（解答スライドより引用）

※次のスライドで説明



ジョブ

コンテンツ サービス=

アウトカム

コンテンツの定義



https://uxdaystokyo.com/articles/ui-ux-difference-study/

UXを理解する上での例え

箸など食器（UI) が使いやすく、料理（コンテンツ）も美味しい。が、
自分の状態・状況（コンテキスト）によって体験は異なる。

https://uxdaystokyo.com/articles/ui-ux-difference-study/


（私：名前）の解釈

駄目な or 良いUI

解答を理解した上で

自分の身の回りを例えに、考えてみよう

※イラストがあると理解しやすいです
解答を知った上で、解釈したものを自分なりに表現してください。



駄目な or 良いコンテンツ

解答を理解した上で

自分の身の回りを例えに、考えてみよう

※イラストがあると理解しやすいです
解答を知った上で、解釈したものを自分なりに表現してください。

（私：名前）の解釈



駄目な or 良いコンテキスト

解答を理解した上で

自分の身の回りを例えに、考えてみよう

※イラストがあると理解しやすいです
解答を知った上で、解釈したものを自分なりに表現してください。

（私：名前）の解釈



新しい気づき・学び

（なるほど。と思ったことを）

（理解できたこと）

（自分での解釈内容）
出来たところでなく、自分の抜けを埋めるためにできていなかったところにフォーカスしましょう。

出来たところにフォーカスすると、できたことに満足する思考になり、できないところを

いつまでも埋めることができません。

学生時代に、間違った問題を何度も問いたのと同じ原理です。

自分を褒めることは大切ですが、成長するには間違いを正すことが大切です。



参考リンク

● UXとUIの違い（UX TIMES）

● The Definition of User Experience (UX)（NNG)

● UXとUIの比較以上の勉強をしよう（UX TIMES）

● 書籍「UX+理論で作るWebデザイン」

https://uxdaystokyo.com/articles/ux-ui-different-uxdesing/
https://www.nngroup.com/articles/definition-user-experience/?fbclid=IwAR1-lwXK7mgES1LChgXJVqJ7CR1sVNjNghte3DCMYdvwMHnrPEyGlAPiwsU
https://uxdaystokyo.com/articles/ui-ux-difference-study/
https://amzn.to/3XCnsa8


自分の言葉で説明できる力をつけよう！

”UXのこと”
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